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ておられる。そのことに間違いありません。しかし、そうした
側面ばかりではありません。返しきれないほど支えてもらった
ことへの感謝、厳しさをくぐり抜けたからこその強さ、痛みを
知ったことで獲得された他者の傷みへの共感力・想像力、これ
まで疑ったことがなかった価値への疑い、新たな価値観への確
信など、未曾有のことが学びとられています。それを、被災地
だけに閉じさせてはなりません。それをより広い繋がりの中で
流通、共有させる、いまをそうした学習運動の契機としていか
なければなりません。
　そこで大事になるのは、「互いの存在に学び合う」という学
び方です。私たちのささやかな実践は、そうした学習の支援論
の構築を目指したものです。さらに経験を積み上げ、ノウハウ
の確立を目指すとともに、この方法に限定せず、共同学習の方
法の模索を、さらに進めていきたいと考えています。
　「学び手」から「伝え手」へと歩みを進めてみる。そのことで
視野はかなり広がりますし、自らの歩んできた道のりにも新た
な意味を見いだせます。「何を学ぶか」ということにも自覚的に
なり、身近な存在や事実から学びとる力も高まります。そうし
た学び方を、これからの選択肢にいれていただきたいですね。
（取材＝2014年5月28日／東北大学川内キャンパス教育学研究科・
教育学部研究棟 10階　成人継続教育論・教育政策科学資料室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「歴史に学ぶ」のお二人目は、歴史研究者ではなく「社会教育学」専攻の石井山竜平先生。
自分の歴史を振り返る「ライフレビュー」という学習方法を通じて見えてきたこと、
社会教育のそもそもについて伺いました。
個人の歴史の中で、生きた証を形に残すことはとても意義深いことですね。

いかに生きてきたかを伝え合う
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2014年8月31日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.2　社会教育の主体は、政府ではなく誰？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。菅野正道さんの記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。菅野正道さんの記事もご覧ください。

懸賞懸賞

 いかに生きてきたかを語り合い、綴り合う
　仙台市のとある「市民センター」（仙台市では、社会教育法
上の公民館が市民センターという名称で位置付いている）にご
協力をいただき、2009年度から 3年間、シニアを対象に、自
分史（誌）講座を開催しました。この取り組みは現在は東北大
学加齢医学研究所主催のスマートエイジングカレッジに場を移
し、今年度も実施を検討しているところです。
　私たちがこの講座で取り入れた「ライフレビュー」という方
法は、研究者の間では、調査の方法として知られています。客
観性が高いとされる量的調査に対し、質的な情報を深く得るた
めの方法の一つであり、情報提供者が自分自身と対話すること
の意味を重んじる方法です。また、このライフレビューは、過
去の回想が本人に癒しをもたらす意義のある行為として、治療
に用いられることもあります。「回想法」という言葉がほぼ同
じ意味で使われ、福祉の現場などで広まっています。
　それに対し、私たちが取り組んだのは、このライフレビュー
を、共同学習の方法として活用する、ということでした。
　この講座で私たちは、受講者の方々に対し、なんらかの「指
導」や「教授」をしたわけではありません。それぞれが自らを
語り、それを聞き合い、感想を聞かせ合う。書いたものを輪読
し合い、推敲し合う。私たちは、そうした手続きに「伴走」さ
せていただいただけです。
　最初は、何らかの思い出を語っていただくことを一巡します。
2巡目には、断片的でもかまわないので文章をまとめてきてい
ただいて、それを輪読し合い、感想を言い合います。自分の文
章を他の方の音読で聞くことは、ご自身の体験や文章をとらえ

返す上でかなり有効のようです。3巡目以降は、完成に近いも
のをもってきていただき、みんなで推敲するという、仕上げの
作業に入っていきます。
　こうした過程を経てできあがった文章は、この仲間内でなけ
れば別のものに仕上がっていたに違いない、いわば共同作品と
しての性格のものに仕上がっていきます。
　受講された方々は、「何かを書き残したい」と思っておられ
ながら、人前でそれを語ったり、読んでもらったりすることに、
大きな抵抗をもたれている方が大多数です。「人様に読んでい
ただくほどの人生ではない」「恥ずかしい話、言えない話ばか
りで、書き残せることなんてそんなにない」とおっしゃる。し
かし、そうした話でも、ここでは大事に受けとめてもらえる、
安心して語れる、そう思っていただける空間づくり、関係づく
りこそ、我々が最も試行錯誤を重ねたポイントでした。
　回を重ねるごとに深まる皆さんの語りから、私自身、「人が
年を重ねて生きる」ことの重みを学び、人間理解を刷新できま
した。その受講者の皆さんは、講座修了後も自発的に集い、語
り合いと綴り合いを継続しておられます。

 社会教育とは
　学校教育では、学ぶ内容、教える内容は、学び手、教え手と
は切り離されたところで決められています。それに対して社会
教育は、第二次世界大戦を経て、国民が自由に行えるものとさ
れ、そこに権力的介入は慎まなければならないとされました。
ですので理論的には、社会教育施設の学習内容を決定するのは
学習者自身ということになります。そのため、社会教育施設が
提供する学習内容は多彩であり、また学習者も若年から高齢者
まで様々で、それに対応して学習方法においても、いわゆる教
授型に限定されない、方法の豊かさを有していました。
　そもそも、皆が義務的に出席する学校教育と違って、社会教
育の事業は「人に来てもらう」ところから企てなければなりま
せん。地域の声を聞き、ニーズをつかみ、講座を組み立て、講
師を探して依頼し、広報するなど、学校教育では当たり前に成
り立っている前段階からつくりこまなければなりません。学習
者を主体として地域で学びを組織するという仕事は、地域に学
び教養を高める自己研鑽の日々なのです。
　こうした社会教育において、先に挙げた自分史学習は、かつ
てはポピュラーな方法で、1970年代には、主に青年たちによっ
て各地で生活史学習が盛んに取り組まれていました。勤労青年

たちが、自分たちの生い立ちを綴り、それを仲間の生い立ちと
つなげながら、この社会において自分たちが置かれた状況をと
らえる視座を鍛え合う、そうした実践でした。
　しかし、今日の社会教育施設からは、そうした方法はほとん
ど消えてしまっています。失われつつあった方法を今日に通用
するかたちでよみがえらせられないか。社会教育が本来もって
いた、学習内容、方法の多彩さを取り戻すことができないか。
私たちの取り組みは、そうした思いから始めたものでした。
　講座を開催したことで、想定外の発見も様々にありました。
当時、私の研究室は中国からの留学生が多く、彼らに講座に同
席してもらっていましたが、年配者を敬う文化が根付いている
中国の若者たちの熱心な聞き方が、自らを語ることに躊躇して
いた受講者の方々の氣持ちを動かした、ということもありまし
た。シニア世代と若年世代の関係は、文化や社会が異なると大
きく違うということを「発見」できた機会でしたし、異なる文
化を持つ者同士が出会い、互いを理解し合う、社会教育での学
習集団の意味について、認識を新たにした次第です。

 被災から学んだことを未来社会に生かすために
　昨年末、ゼミで「震災を経験して、何を学んだか」を話し合っ
ていたとき、福島出身の学生が語った次のセリフが脳裏に焼き
付いて離れません。「多くの人がこれまでの社会や生活のあり
方を反省し、変えなければならないと考えたはずなのに、まる
で全てが震災前に戻ってしまったかのように見える」「結局
人間は、この社会は、あれほどの事態があっても変われない、
ということを学んだ」。若者が、震災から学んだのが、未来を
良くしていくことへの「あきらめ」だというのです。
　しかし私たちは、あきらめてはなりません。学びとられた教
訓が生かされ、社会が変わるためには相応の時間がかかります。
ただそれは、月日が経てば自動的に変わるものではなく、あき
らめない意志と学習と行動が、試行錯誤を経ながら、幾重にも
積み重ねられ、広げられて、たどりつくもの。「歴史」はそうやっ
てつくられていくものなのだと思います。
　そうした未来を導くために大事なのは、被災地を、ただ支援
の対象としてとらえるのではなく、学習財としてとらえなおす
ことなのではないでしょうか。
　被災地では、未だ多くの人が、抑えきれないほどの悲しみ、
許しきれない憎しみ、果たせなかった無念、拭い去ることので
きない後悔など、抱えきれないほどの辛さをこらえながら生き

東北大学大学院　教育学研究科　准教授
専攻＝社会教育学

石井山　竜平 先生
《プロフィール》（いしいやま・りゅうへい）1969年広島県生まれ。九州大学教育学部助手、
静岡大学教育学部講師・助教授を経て、2005 年より現職。2014 年より日本社会教育
学会事務局長。編著書に『東日本大震災と社会教育─ 3・11後の世界にむきあう学習
を拓く』（国土社、編著）、『希望への社会教育─ 3.11 後社会のために』（東洋館出版社、
共著）など。自分史（誌）講座で受講者がまとめた文集



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

7
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※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

7
JUL

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

夏季特別展「家電の時代」

東北歴史博物館

9:30

▲

17:00（発券は 16：30 まで）

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月26日（土）〜9月28日（日）

場　所

主催者

URL

問合先

震災復興・国立科学博物館 コラボミュージアム 
in 仙台「恐竜大研究―ティラノサウルス類の進化―」

スリーエム仙台市科学館

9:00

▲

16:45（入館は 16:00 まで）

Tel 022-276-2201スリーエム仙台市科学館
http://www.kagakukan.sendai-c.ed.jp/

7月19日（土）〜8月24日（日）

場　所

主催者

URL

問合先

7月20日（日）学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ
2014

東北大学川内北キャンパス講義棟 他

9:00

▲

16:00

Tel 022-721-2035特定非営利活動法人 natural science
http://science-day.com/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月19日（土）「最期まで自分らしく生きるために―臨床死生学の
核心―」（仙台白百合女子大学第 27 回公開講座）
講　師　清水　哲郎（東京大学大学院特任教授）

仙台白百合女子大学講堂 350 名

13:30

▲

15:30

Tel 022-374-4475仙台白百合女子大学大学広報室
http://sendai-shirayuri.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月25日（金）市民公開講座 No.296　
「衛星リモートセンシングと画像処理」

講　師　河野　公一（東北工業大学工学部情報通信工学科准教授）
東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月20日（日）みちのくウイルス塾（日本ウイルス学会
後援第 13 回ウイルス学夏の学校）
講　師　三谷　幸之介（埼玉医科大学ゲノム医学研究センター教授）他

仙台医療センター 管理棟　3 階大会議室

10:00

▲

17:00

Tel 022-293-1173仙台医療センター・ウイルスセンター
http://www.snh.go.jp/Subject/26/juku/

場　所

主催者

URL

問合先

7月25日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 106 回：黄色いア
サガオはつくれますか？〜代謝工学への招待〜
講　師　中山　亨（東北大学大学院工学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-6090東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月26日（土）アスレティックトレーナーが教える健康法①〜プロスポーツ選手のトレーニン
グを体験しよう〜（学都仙台コンソーシアム・サテライトキャンパス公開講座）
講　師　小田　桂吾（仙台大学講師）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 40 名

13:00

▲

16:00

Tel 0224-55-1621学都仙台コンソーシアム・仙台大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月26日（土）人体はすべて機械化できる？＝人工臓器の基礎と臨床（学
都仙台コンソーシアム・サテライトキャンパス公開講座）
講　師　山家　智之（東北大学加齢医学研究所教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

17:00

▲

18:30

Tel 022-795-3925学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

「学び」イベントに行ってきました
参加体験記

　芹沢銈介自身の作品が好きで、これまでに何度か足を運んでいまし
た。今回は芹沢銈介が収集していたコレクション展示ということで、
よく知らないアンデスの染織に期待して訪ねました。
　「つづれ織」という色彩や絵柄がはっきりと出る技法が用いられた
ものが多数あり、コチニールという虫が染料に使われているという赤
色が目に鮮やかでした。他の文明や遺跡でも動物や人々の暮らしの様
子が描かれているイメージがありますが、アンデスの染織でも同様の
モチーフが使われており、その中でも鳥のモチーフが目立って多かっ
たです。マスコット風の鳥がついた飾り紐など、かわいらしい作品が
たくさんありました。
　アンデスの人々は文字を持たず、文字の代わりに結び縄による数字
表記がされていたことは有名ですが、織物による表現や伝達も大いに
発展していたということでした。大航海時代のスペインによる侵略の
際に、自分たちに関する多くの情報が織り込まれた織物を奪われるく
らいならそれらを焼き払ってしまうことを選んだ、というお話が特に
印象的でした。
　学芸員の方と参加者との距離が非常に近く、氣軽に質問できて楽し
く観賞できるので、別の企画展でもまたギャラリートークを聞きに行
きたいと思います。� （仙台市・女性　かいがら虫）

■開館 25周年記念「芹沢銈介コレクション　アンデスの染織」
　ギャラリートーク

講師　東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館学芸員　本田　秋子　氏
2014年 5月 24日（土）11：00～ 12：20　東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

第 24 号　 統計に学ぶ

読者の声

「まなびのめ」第24号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　放送大学宮城学習センターの合言葉はどんな「教養」？
答え　歯ごたえのある教養

Q.2　1800年代半ばロンドンで流行、後にわかった伝染病の原因は？
　 答え　コレラ菌

第24号

クイズの正解発表！！

読者と編集部の
キャッチボール

　原先生のお話にあった「不平等の問題」は最近強く感じられています。
職場のうつ病やブラック企業の認知が進んできて、多くの人が平等に関
心を持ち、それに関する情報が発信されているのを見聞きします。情報
が無限に発信されるビッグデータの社会となってきたことで、統計学が
大きな役割を担うこととなると思いますが、それと同時に、個々の人間
に対する視点も重要だと感じています。人々の多様性と、個々を尊重す
る、そんな世の中にしていきたいですね。�
� （茨城県つくば市・34歳　男性）

編：「不平等」「貧困」「ビッグデータ」等々、最近よく話題になる事項
と言え、その中でご指摘のとおり、人々の多様性、個々を尊重する世の
中が求められますね。統計の取り方、扱い方、結果の見せ方などで人々
を誘導することも可能な側面もありますので、表面だけでなく、根本を
しっかりつかんで見たり考えたりする力を、私たち市民自身も持ちたい
ものです。

　著名な講師先生方から、ありがたい話題で感激。
� （大崎市・65歳　男性）

編：そう言っていただけて、先生方もお喜びになると思います。これか
らも、皆様に興味をもって読んでいただけるような話題・テーマ選定を
編集部で進めてまいります。

　初めて「まなびのめ」を手に取りました。「学び」イベントがこれほ
ど多くあることに驚きました。� （仙台市宮城野区・32歳　女性）

編：そうなんです。「学び」の場は自分たちのすぐ近くにあったんです。
今まではそれを知る手段がなかなか無かったのです。「まなびのめ」が
あれば、あとは好きな世界・分野に向かって一歩踏み出すだけ。そこに
素敵な出逢いがありますように。

　統計学は、数字を扱うおもしろみのない学問のイメージがありました
が、今回の 2テーマを拝読し、実学から始まる「人、社会の姿」そし
て将来を築くための興味深い学問である認識を得られた。
� （仙台市太白区・44歳　男性）

編：一人でも多くの方がそのように感じていただけたなら、「まなびのめ」
の使命の大きな部分が達成されたと言え、ありがたい限りです。

　数年ぶりに「まなびのめ」を手に取り、熟読いたしました。介護生活
を中心に生き、久しぶりに熟読できるようになりました。私にとって大
切かつ重要な情報を得ることができたことを嬉しく思います。働くこと、
大学院修士課程が中退したままを博士まで修了すること、これら 2点
の計画を立てています。放送大学大学院に具体的に相談していこう、統
計は研究において基本的なことと思い出したことなど、「まなびのめ」
24号から具体的に動くヒントをいただけたことは、大きな喜びであり、
希望となっております。ありがとうございます。
� （仙台市青葉区・50歳　女性）

編：「まなびのめ」が活力になったこと、たいへん嬉しく思います。これ
からのご活躍を陰ながら応援しております！

　いま少子高齢社会と進んでいる中で、不平等でないようにするため、
また医療のいろいろな課題を解決するためにも統計の必要性がいっぱい
あることをあらためて教えていただきありがとう。感謝するばかりです。
� （仙台市宮城野区・87歳　男性）

編：あまり身近に感じることのなかった統計学ですが、今回先生のお話
を聞いて、より深く興味が湧きました。これをきっかけに、統計学につ
いて学んでみたいですね。編集部員も「まなびのめ」を通して「学ぶ」
ことが多々あります。お役に立てたようで何よりです。

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第 25 号・夏／「破菖蒲」（ha syōbu）

「学び」イベントに
参加したら感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

「学び」イベントに
参加したら感想を書こう！

※参加体験記とは…読者の皆様が参加された「学び」イベントのご意見ご感想、
　講義内容のレポートのことです。

「学び」イベントに足を運ばれた読者の皆様から寄せられた参加体験記を、
〈「学び」イベントに行ってきました〉のコーナーで紹介しています。
「学び」イベントを振り返って自分の言葉で参加体験記を書きおこし、「学び」
を深めてみてはいかがでしょうか。
「まなびのめ」を介して読者の皆様の声が研究者に伝わり、学術の世界の発
展にもつながります。ぜひご投稿ください！

掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！ 
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。

■投稿内容
・イベントタイトル
・開催日時
・会場
・登場者（講師・演者等）
・参加体験記（420字以内）
・氏名（ペンネーム可）
・連絡先

【投稿者プレゼント】

■投稿方法
はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォーム
のいずれかよりご投稿ください。

■投稿先
「まなびのめ」編集部
※宛先の詳細は最終ページをご覧ください。

場　所

主催者

URL

問合先

定　員宮城教育大学物理学第一実験室

7月27日（日）宮城教育大学ひらめき☆ときめきサイエンス「超伝
導ってなに？〜作って，考えて，解明しよう！〜」
講　師　内山　哲治（宮城教育大学教育学部准教授）

20名（中学生・高校生）

10:00

▲

17:00

Tel 022-214-3410宮城教育大学
http://renkei.miyakyo-u.ac.jp/hirameki/

場　所

主催者

URL

問合先

7月28日（月）〜7月29日（火）日本が誇るマテリアルの世界　
材料フェスタ　in 仙台
講　師　阿部　晃一（東レ株式会社副社長）他

仙台国際センター

10:00

▲

17:00

Tel 03-5350-5370産業技術総合研究所、東北大学、物質・材料研究機構
https://unit.aist.go.jp/rp-nanomatman/zfes/

場　所

主催者

URL

問合先

8月  1日（金）東北大学リベラルアーツサロン　第 30 回：震災後の
教育のシナリオ〜 21 世紀型コンピテンシーを測る
講　師　有本　昌弘（東北大学大学院教育学研究科教授）

東北大学片平キャンパス北門会館 2F エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-6090東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月  2日（土）「からだの時間」（宮城教育大学公開講座）

講　師　里見　まり子（宮城教育大学教授）他
宮城教育大学 15 名

10:00

▲

15:00

Tel 022-214-3521宮城教育大学
http://renkei.miyakyo-u.ac.jp/

場　所

主催者

備考

問合先

定　員

8月  2日（土）奈良・国宝 室生寺（むろうじ）の仏たち
記念トークショー「写真家の聖地　室生寺」
講　師　三好　和義（写真家）

仙台市博物館ホール 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
申込締切　7 月 18 日（金）　　詳細は問合先まで

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月  9日（土）まちなか美術講座　
ゴッホの「アルル」と「ひまわり」
講　師　和田　浩一（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学一番町ロビー
http://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

8月22日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 107 回：小さな粒子
ニュートリノに秘められた大きな宇宙の謎を解く鍵
講　師　井上　邦雄（東北大学ニュートリノ科学研究センター教授）

せんだいメディアテーク　１階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-6090東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月28日（木）禅をきく会　第 138 回　
対談「日本人の心」
講　師　枡野　俊明（多摩美術大学教授・建功寺住職）他

仙台市太白区文化センター・楽楽楽ホール

14:30

▲

16:30

Tel 022-218-1381曹洞宗東北管区教化センター
http://soto-tohoku.net/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月29日（金）〜9月26日（金）実りある人生を送るために
（全 5 回）

講　師　国分　秀男（東北福祉大学特任教授）
東北福祉大学ステーションキャンパス 50 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-380-1067東北福祉大学
http://www.tfu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

9月  5日（金）〜9月26日（金）みやぎ県民大学「デザイン発想
からのイノベーション」（全 4 回）
講　師　権　奇哲（東北大学大学院経済学研究科教授）

東北大学片平キャンパス　エクステンション教育研究棟 50 名

18:30

▲

20:30

Tel 022-217-6265宮城県教育委員会
申込み期間　8 月 1 日（金）〜 8 月 29 日（金）

8
AUG

9
SEP

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

9月  6日（土）〜11月29日（土）仙台文学館ゼミナール 2014　 
『万葉集』を味わう（全 5 回）

講　師　津田　大樹（一関工業高等専門学校人文社会系准教授）
仙台文学館講習室 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-271-3020仙台文学館
http://www.sendai-lit.jp/


